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三
月
十
一
日

に

発
生
し
ま
し
た

東

日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
は
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。  

 

●
地
震
発
生 

 

三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
。
私

は
浅
草
の
お
寺
で
会
議
中
。
「
揺
れ
て

る
？
地
震
？
」
と
思
い
、
み
ん
な
で
顔

を
見
合
わ
せ
た
次
の
瞬
間
、
今
ま
で
に

な
い
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
。
し
か
も
揺

れ
て
い
る
時
間
が
長
い
。
震
源
は
ど
こ

か
と
思
い
、
即
座
に
ケ
イ
タ
イ
を
開
く
。

宮
城
震
度
７
。
東
京
震
度
５
弱
。
次
の

情
報
を
求
め
、
ケ
イ
タ
イ
を
操
作
す
る

が
、
混
線
し
て
い
る
せ
い
か
繋
が
ら
な

い
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
が
混
乱
し
て
い

る
模
様
。
大
津
波
警
報
が
出
て
い
る
。

暫
ら
く
す
る
と
・
・
・
船
が
沿
岸
に
乗

り
上
げ
、
車
が
流
さ
れ
、
津
波
に
街
が

の
ま
れ
て
い
く
。
映
像
の
凄
ま
じ
さ
に

言
葉
を
な
く
す
。 

 

●
本
明
寺
の
動
き 

会
議
は
打
ち
切
り
。
自
転
車
で
帰
宅

途
中
、
何
軒
か
の
瓦
が
落
下
し
て
い
る

の
を
見
る
。
電
車
が
止
ま
っ
た
の
か
、

バ
ス
に
行
列
が
で
き
て
い
る
。 

帰
宅
後

に
各
鉄

道
会
社

が

終
日
運

休
を
発
表
。
お
そ
ら
く
帰
宅
困
難
者
が

出
る
だ
ろ
う
。
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、「
帰
宅
困
難
者
一
時
避
難

所
」
と
し
て
お
寺
を
開
放
す
る
こ
と
に

決
め
る
。 

日
が
暮
れ
た
頃
、
街
の
様
子
を
見
て

回
る
。
車
道
は
渋
滞
。
駅
や
大
通
り
の

歩
道
は
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
フ

ァ
ミ
レ
ス
に
は
行
列
。
公
園
の
ベ
ン
チ

は
全
部
埋
ま
り
、
食
事
を
し
て
い
る
人

も
い
る
。
公
園
内
の
体
育
館
を
訪
ね
て

み
る
と
、
避
難
所
と
し
て
開
放
し
て
い

る
と
の
こ
と
。 
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午
後
八
時
。
テ
レ
ビ
を
設
置
し
、
温

か
い
お
茶
な
ど
の
準
備
を
完
了
。
お
寺

の
前
に
一
時
避
難
所
の
看
板
を
出
し
、

大
通
り
に
あ
る
お
寿
司
屋
さ
ん
に
も
頼

み
、
案
内
と
地
図
を
張
ら
し
て
も
ら
っ

た
。 

 

こ
の
日
、
お
寺
に
立
ち
寄
ら
れ
た
方

は
二
名
。
二
名
と
も
徒
歩
で
の
帰
宅
途

中
で
あ
っ
た
（
市
川
市
～
横
浜
市
、
豊

島
区
池
袋
～
江
戸
川
区
平
井
）
。
食
事
を

取
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
お
茶

の
他
に
、
お
に
ぎ
り
を
提
供
。
一
時
間

ほ
ど
休
憩
し
出
発
さ
れ
た
。 

翌
朝
、
Ｊ
Ｒ
運
行
が
発
表
さ
れ
、
一

時
避
難
所
を
閉
め
た
。 

後
日
、
お
寺
に
立
ち
寄
ら
れ
た
方
よ

り
メ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。 

   

●
本
山
の
動
き 

○
三
月
十
二
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た

「
御
遠
忌

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
」
を
中
止
。 

○
三
月
十
二
日
、
本
山
職
員
被
災
地
派

遣
。 

○
義
捐
金
箱
を
設
置 

○
「
御
遠
忌
第
一
期
法
要
」（
三
月
十
九

日
～
二
十
八
日
）
を
中
止
。
替
わ
っ

て
「
被
災
者
支
援
の
つ
ど
い
」
を
開

催
。 

○
別
院
・
寺
院
教
会
及
び
諸
施
設
へ
の

被
災
者
一
時
受

け
入
れ

宗
派
窓
口

を
開
設
。 

 

●
東
京
教
区
の
動
き 

○
被
災
地
の
情
報
収
集
と
情
報
発
信 

○
『
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
』
の
配
信 

○
首
都
圏
近
郊
の
避
難
所
の
調
査 

○
三
月
二
十
八
日
～
三
十
日
に
四
名
が

被
災
地
（
南
三
陸
町
・
名
取
市
）
を

視
察
。
支
援
物
資
を
届
け
、
避
難
所

や
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

を
訪

問
。
ま
た
、
仙
台
教
区
の
方
々
を
中

心
に
近

隣
教
区

の
有
志
と

初
会
合

を
行
う
。 

○
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

①
四
月
十
一
日
～
十
三
日 

 

②
四
月
二
十
日
～
二
十
二
日 

 

③
四
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日 

●
そ
の
他
の
動
き 

○
仙
台
仏
青
に
よ
る
、
お
風
呂
設
営 

（
仙
台
仏
青
お
風
呂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

Ｂ
Ｏ
Ｐ
） 

○
各
教
区
で
募
金
活
動 
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●お寺に立ち寄られた方からのメール● 

 

先日、震災時立ち寄らせていただきました横浜の○○と申し

ます。  

当日は勤務先の千葉県市川市田尻より横浜へ向かって帰宅

途中でした。  

当日は寒くそろそろ足も痛くなりだしたところに御寺の張

り紙を偶然見つけることができました。  

お伺いしたところ、暖かく迎えていただきトイレを拝借し、

暖を取らせていただき熱いお茶をいただきました。  

初めて今回の地震の情報をテレビで見ることができ、今回の

震災がいかに大きいものであったかを知らされました。  

どこのコンビニにもパン、おにぎりは完売でもちろん夕食は

とっておりませんでしたが、おにぎりと、ソーセージを出し

ていただき本当に心より温まることができました。  

テレビの情報で、東京都は公共施設を帰宅困難者に開放して

いることを知り、お暇をさせていただきました。  

近くの錦糸町駅前の体育館にお世話になり、朝私鉄が動いて

いることを確認し帰途につき無事に帰宅することができま

した。  

 この度は本当にありがとうございました。  

また改めて御礼と思っておりますが、まずは失礼とは思いま

したがメールでお礼をお伝えさせていただきました。  

ありがとうございました。  

（2011 年 3 月 13 日受信） 
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三
月
二
十
八
日
～
三
十
日
、
被
災
地

（
南
三
陸
町
、
名
取
市
）
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。
視
察
し
た
内
容
を
同
朋
社

会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
流
し
て
い
る

「
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
に
て
報
告
し
ま

し
た
。 

 

（
以
下
、
同
朋
ネ
ッ
ト
「
メ
ー
ル
ニ
ュ

ー
ス
」
【
三
月
三
十
一
日
版
】
よ
り
） 

 

☆
被
災
地
状
況 

（
南
三
陸
町
、
名
取
市
） 

 

こ
の
度
の
災
害
は
地
震
そ
の
も
の
よ

り
、
津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き
い
。
海

よ
り
二
ｋ
ｍ
以
上
内
陸
か
ら
不
法
投
棄

の
よ
う
に
瓦
礫
の
山
が
続
き
、
大
破
し

た
車
が
折
り
重
な
り
、
船
が
横
転
し
て

い
る
。
沿
岸
部
に
か
ろ
う
じ
て
立
っ
て

い
る
建
物
の
鉄
骨
は
折
れ
曲
が
り
、
三

階
建
て
の
建
物
の
上
に
は
車
が
乗
っ
て

い
る
。 

 

津
波
に
よ
る
被
害
は
新
聞
や
テ
レ
ビ

な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
悲
惨
な

状
況
で
あ
る
こ
と
は
分
っ
て
い
た
が
、

実
際
に
被
災
地
に
立
っ
て
み
る
と
、
想

像
以
上
の
被
害
の
大
き
さ
と
津
波
の
脅

威
を
感
じ
、
言
葉
を
な
く
す
。
付
近
を

歩
け
ば
鍋
が
、
靴
の
片
方
だ
け
が
、
ぬ

い
ぐ
る
み
が
、
思
い
出
の
写
真
ア
ル
バ

ム
が…

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
残
に
転
が

っ
て
い
る
。 

 

被
災
者
は
何
千
人
、
何
万
人
と
い
う

数
字
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

訪
れ
た
被
災
地
に
は
子
ど
も
、
大
人
、

お
年
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ひ
と
り
の

生
活
が
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
ず

に
は
お
れ
な
い
。
一
人
の
人
の
死
が
、

何
万
通
り
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
失
っ

て
は
な
ら
な
い
。
自
衛
隊
や
地
域
の
消

防
団
が
遺
体
捜
索
を
続
け
て
い
る
。
途

方
も
な
く
広
い
荒
れ
地
で
・
・
・
・
・
。 

 

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー
の
様
子 

 

仙
台
の
南
に
あ
る
名
取
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。
十
八
日

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
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が
り
、
二
十
九
日
現
在
、
県
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
二
五
〇
人
が
登
録
を
し
て
い

る
。
主
な
作
業
は
家
の
片
付
け
で
あ
る
。

名
取
市
で
は
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
県
内

に
限
っ
て
い
る
。 

             

 

宮
城
県
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
県
外
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

県
内
や
市
内
に
限
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
い
。（
ガ
ソ
リ
ン
不
足
や
自
宅
が
近
く

で
あ
る
と
か
、
県
人
同
士
の
親
し
み
や

す
さ
な
ど
） 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
情
報

（
作
業
内
容
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な

ど
）
は
日
々
変
わ
る
の
で
、
最
新
の
情

報
を
確
認
し
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。 

 
☆
避
難
所
の
様
子
（
名
取
市
） 

 

震
災
直
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
鍋
な

ど
の
調
理
器
具
な
ど
を
も
っ
て
入
っ
た

と
い
う
。
二
十
九
日
現
在
、
避
難
所
ご

と
に
生
活
の
ル
ー
ル
が
で
き
つ
つ
あ
り
、

被
災
者
同
士
が
生
活
の
仕
事
分
担
を
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
仕
事
を
担
っ
て
い

る
こ
と
が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
人

も
い
る
と
い
う
。
現
段
階
で
は
外
部
の

人
間
が
入
っ
て
炊
き
出
し
を
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
の
避
難
所
の
ル
ー
ル
を

壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
難

し
い
と
思
う
。 

 

し
か
し
、
指
定
避
難
所
以
外
の
小
さ

な
避
難
所
も
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な

場
所
で
は
炊
き
出
し
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
だ
と
い
う
。
避
難
所
に
よ
っ
て
そ
の

ニ
ー
ズ
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
る
よ

う
だ
。 

 

☆
救
援
物
資
に
つ
い
て 

 

一
次
物
資
（
毛
布
、
水
、
米
な
ど
）

は
、
ほ
と
ん
ど
の
避
難
所
に
行
き
届
い

て
い
る
。
（
名
取
市
情
報
）
「
毛
布
が
不

足
」
と
い
う
情
報
が
流
れ
る
と
全
国
各

地
か
ら
い
つ
ま
で
も
毛
布
が
届
く
と
い

う
。
有
り
が
た
い
が
そ
の
種
分
け
に
人

出
が
と
ら
れ
、
物
資
置
き
場
が
ふ
さ
が

る
の
だ
そ
う
だ
。
不
足
情
報
は
い
つ
の
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情
報
な
の
か
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。 

 

現
在
は
二
次
物
資
（
爪
切
り
と
か
歯

ブ
ラ
シ
な
ど
日
常
生
活
に
戻
る
た
め
に

必
要
な
日
用
品
・
食
品
や
服
な
ど
）
の

要
望
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
望

は
被
災
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
時

間
の
経
過
と
共
に
日
々
変
化
す
る
の
で

多
岐
に
わ
た
る
物
資
の
提
供
が
必
要
で

あ
ろ
う
。 

 

☆
仙
台
仏
青
と
の
初
会
合 

 

地
元
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
担
う

仙
台
仏
青
の
方
々
十
名
と
初
会
合
を
行

っ
た
。
こ
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
東
京
（
四

人
）
の
他
に
山
形
（
四
人
）
高
山
（
一

人
）
高
岡
（
一
人
）
福
井
（
一
人
）
か

ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。
総
勢
約
二
〇
名
。 

 

仙
台
仏
青
の
メ
ン
バ
ー
は
十
六
名
。

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
三
県
に

わ
た
っ
て
い
る
広
範
囲
の
教
区
で
あ
る
。

全
員
が
被
災
者
と
の
こ
と
。
現
在
は
ガ

ソ
リ
ン
不
足
か
つ
距
離
が
広
範
囲
に
あ

る
た
め
、
団
体
と
し
て
動
く
こ
と
が
難

し
い
状
況
。 

 

仙
台
仏
青
で
は
、
個
人
で
行
政
の
手

の
届
か
な
い
避
難
所
に
物
資
を
届
け
て

い
る
人
や
、
避
難
所
に
ド
ラ
ム
缶
風
呂

を
運
び
、
入
浴
で
き
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
人
々
が
お
ら
れ
る
。
被
災
者

と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
る
様
子
が

伝
わ
る
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
資
金
面
で
支
援
す

る
こ
と
も
我
々
が
で
き
る
大
切
な
こ
と

だ
と
感
じ
た
。 

 

☆
会
議
の
中
で
の
声 

●
仙
台
仏
青
と
い
う

団
体
と
し
て
何 

を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。 

●
現
場
に
い
て
無
力
さ
を
感
じ
る
。
個

人
の
活

動
だ
け

で
は
限
界

を
感
じ

る
。 

●
一
時
、
県
外
に
避
難
を
し
た
が
、
避

難
し
た

こ
と
に

罪
悪
感
が

い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
。 

●
自
分
自
身
が
行
動
を
し
て
な
い
と
不
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安
で
あ
る
。 

●
被
災
者
の
声
が
届
く
ま
で
、
動
き
続

け
た
い
。 

●
被
災
地
の
た
め
に
何
か
し
た
い
。 

●
僧
侶
と
し
て
の
前
に
、
ひ
と
り
の
人

と
し
て
被
災
者
と
関
わ
り
た
い
。 

●
善
為
で
も
い
い
、
ま
ず
動
こ
う
！
！ 

 

あ
つ
い
雰
囲
気
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
そ

の
空
気
を
何
ら
か
の
形
で
共
有
し
た
い
。 

孤
立
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。 

 

☆
最
後
に 

 

現
段
階
で
は
同
朋
Ｎ
と
し
て
仙
台
教

区
に
出
向
き
、
炊
き
出
し
な
ど
の
活
動

を
す
る
こ
と
は
難
し
そ
う
だ
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
炊
き
出
し
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
募
集
し
て
お
ら
ず
、
ガ

ソ
リ
ン
が
不
足
て
い
る
た
め
調
達
が
難

し
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
指
定
避
難

所
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、
炊
き
出
し
を

は
じ
め
、
様
々
な
支
援
の
必
要
が
あ
る

と
い
う
情
報
も
聞
い
た
。
今
後
も
情
報

収
集
を
し
、
被
災
者
の
声
を
て
い
ね
い

に
聞
き
つ
つ
、
動
い
て
い
き
た
い
。 

 

ま
た
仙
台
教
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

仙
台
仏
青
が
担
う
そ
う
だ
が
、
現
在
は

他
教
区
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
準
備
段

階
で
あ
る
。
仙
台
仏
青
に
負
担
の
か
か

ら
な
い
動
き
や
、
と
も
な
る
救
援
の
動

き
、
仙
台
仏
青
が
活
動
し
や
す
い
支
援

を
そ
れ
ぞ
れ
が
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

感
じ
た
。 

 

私
た
ち
に
今
何
が
出
来
る
の
か
。
そ

れ
は
被
災
地
や
被
災
者
の
こ
と
を
風
化

さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
時
が

経
て
ば
被
災
者
へ
の
思
い
は
風
化
し
て

し
ま
う
も
の
。
ご
門
徒
や
友
達
な
ど
に

正
確
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
風
化
が
防
げ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
自
分
自
身
の
中
の
風
化
も
防

げ
る
の
だ
ろ
う
。 

 

被
災
地
に
行
く
こ
と
が
私
が
で
き
る

全
て
で
は
な
い
と
思
う
。
自
分
が
住
ん

で
い
る
地
域
の
避
難
所
を
訪
ね
る
こ
と

も
あ
る
。
実
際
は
、
被
災
地
に
行
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
し
か
頭
に

な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
今
回
の
震
災

で
は
被
災
地
の
避
難
所
の
他
に
も
、
日

本
全
国
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
避
難
所
が

開
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
自
分
が
住
ん

で
い
る
地
域
に
避
難
所
が
あ
る
か
、
活

動
は
出
来
る
か
な
ど
を
調
べ
て
見
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

他
に
も
今
被
災
地
に
行
か
な
く
て
も

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
だ
。

「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
」「
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」
な
ど
、

み
な
さ
ん
が
思
い
つ
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、

同
朋
Ｎ
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 



明―みょう―  東日本大震災特別号 2011 年 4 月 11 日発行 

- 9 - 

              

三
月
二
十
九
日
よ
り
、
江
戸
川
区
に

あ
り
ま
す
瑞
江
火
葬
場
（
東
京
都
瑞
江

葬
儀
所
）
に
て
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
犠
牲
者
の
火
葬
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 搬

送

さ
れ
る
ご

遺
体
の

大
部
分

が

身
元
不
明
の
方
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
、

東
京
都
仏
教
連
合
会
か
ら
東
京
都
建
設

局
公
園
緑
地
部
に
お
願
い
を
し
、
瑞
江

火
葬
場
正
門
付
近
に
宗
教
者
専
用
の
祭

壇
を
設
け
、
被
災
地
の
手
次
寺
に
代
わ

り
、
東
京
都
の
宗
教
者
が
簡
易
祭
壇
に

て
お
参
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

そ
こ
で
四
月
七
日
、
全
日
本
仏
教
会

に
勤
め
て
い
る
友
人
の
声
掛
け
に
よ
り
、

真
宗
大
谷
派
東
京
教
区
有
志
十
二
名
で

お
参
り
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

東
京
都
で
は
、
現
在
も
希
望
す
る
地

元
自
治
体
か
ら
直
接
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
、
都
内
の
民
営
火
葬
場
な
ど
も

活
用
し
、
四
月
十
一
日
よ
り
、
一
日
一

二
〇
体
の
ご
遺
体
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。 
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◆真宗大谷派ボランティア活動と被災地情報◆  

◆同朋ネット特設ＨＰ  

http://www1.ttcn.ne.jp/honmyouji/doubou-n 

◆東本願寺ＨＰ  

http://www.higashihonganji.or.jp/  

◆真宗大谷派ボランティア委員会ブログ  

   http://ameblo.jp/v-saigai-otani/ 

◆仙台仏青ＨＰ  

   http://namaste.digick.jp/ 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 
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あ
と
が
き 

▼
こ
の
度
の
震
災
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち

の
歩
み
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
歩
み

が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
考
え
ま
す
。
ま

た
震
災
と
共
に
「
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

御
遠
忌
」
が
勤
ま
る
こ
と
に
、
震
災
を
通
し
て
、

宗
祖
か
ら
の
呼
び
か
け
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
逆
縁
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
震
災
で
受
け
た
悲
し
み
を
転
じ
、
最
勝
の

ご
縁
と
し
て
本
願
念
仏
の
教
え
を
歩
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

▼東日本大震災 募金のお願い▼  

 本明寺に「東日本大震災義捐金箱」設置しました。現在、集まっ

た募金につきましては、「支援金」として、同朋Ｎもしくは仙台仏

青のボランティア活動費として使わせていただく予定です。  

皆様のご協力をお願い申し上げます。  


